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の
適
應
性1(

1'〕窗
業
經
營
の
種
類
に
ょ
る
も
め

(

ニ)

所
有
と
經
營
の
分
離
に
ょ
る
联
長
棄
斑
の
方
法 

ニ
ニ 

經i

め
民
營
化
傾
向

：

四

釈

企

業•公
營
化
傾
向
と
經
營.激
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類
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そ
め
性
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遞
信
翁
が
⑩
國
の
電

M
事
業
に
ま
レ
て
所
謂
民
有
國
營
案
を
發
表
し
て
以
來
之
れ
對
す
る
是
非
の
議
論
が
朝
野
に
喧
し
い
。
然
れ

ど

， 

も

筆
者
は
莊
に
電
力
事
業
の
民
營
又
は
國
營
其
の
何
れ
が
冗
な
り
や
を
論
議
せ
ん

と

す

る

も
の
で
は
な
レ0と

に

身

す

る吾

、

の學

的
 

與
味
は
主
と
し
て
民
有
國
營
な
る
新
ら
し
い
經
營
形
態
が

一

國
の
最
も
重
要
な
る
基
礎.産
業
.に
探巧

さ
れ
んと

す

る

こ

と

で

あ

る

。

か 

か
る
際
に
從
來
世
に
行
は
れ
た
各
種
經
營
形
態
に
對

す

る

民
有
國
營
の
地
位
そ
の
差
異

特

に

.，

を
が
經
營
的
意
義
を

圓

明

を
ん
，

と

す

る

と
 

と
は
吾
人
の
學
問
上
の
義
務
で

あ

る

と

者
へ
：

る

。

，：

こ
れ
；吾
人
が

本

問
題
を
論ホ

る

缠
由

：で

あ

一

る

？

吾
人
は先

づ

各
種
經
營形

態

の

特

質
 

か
ら
議
論
を進

め

る

oi'
 
.
-

へ 

' 

,K 

k
:
,
- .':

一：：、'  
:
:
.
v
.
:
' 

:

: 

'

從
來
學
者
は
經
營
形
態
ぢ

(
一)

公
經
營〈

公
有
公ii)
と(
5
私
經
營(

民
有
'民
8
の
，ニ
つ
と
な
し
、
前
者
を
動
か
す
精
神
は
公
共 

心
で
あ
ゎ
後
者
を
廣
力
す
精
制
は
羽
己
心
又
は
營
利
心
で
あ
る

—

と
な
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
か
-

<

る
經
營
を
活
動
せ
し
め
る
精 

神
の
賴
逮
か
ら..
:̂て

雨.
者
の
經
營
あ
の
特
徵
及
び
.差
票
も
亦
發
生
す
る
め
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リ

公
經
營.
は
社
會.
公
共
心
の
命
す.
る
所
に
從
ウ'て
經
營
せ
ら
れ
る
。
個
別
的
利
签'、
货
幣
利
翁
の"追
及
を
考
へ
な
レ0
そ
の
結
嚴
輕
每

性ひ確守を無視する譯ではないけれども

> 
この點は鬼角第

H

義的地位に墜あ易

'.い
，の

で

あ

る

。

「

良

き
*
の̂

を

安

，ぐ
し
。

「

全 

般
.の
爲
に

盡

く

ず

し

。

：「

公

正」

。：「

社

含

の

安

寧

狭

序

」

◊
.等は常に其の指導精神と

.せ
'られる。

.又厘一み

.

「
1
S

者の保護、：
社會

.政策

J 

的見地が加味せられる

0
.
. : ::' 
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‘'此
举
.の
骑
長
に
對
じ
て
は
公
經
營
の
短
所
と
じ.：て
次
の
如
き
黯
が
擧
げ
ら
れ
る
。マ
資
僚
的
織
滞
性

」

力
.

「

鋪
重」

。
.

「

酸
文
擁
禮」
。「
お 

子
定
規」

。「

形
式
主
義
J
O

「

無
駄
浪
費」

0
:
:

「

不
親
切
.
.
0そ
め
緒
梁
は
著
し
く
能
率
低
下
し
メ
折
角.

「

良
を
も
.ゆ
.をilK

くJ

を
標
榜
し
な 

が
ら
賞
際
に
は
悪
し
き
も
の
を.高
く
、
：而
も
：サ
ー
ヴ
ィ
.ス
は
萬
遍
な
く
又
迅
速
に
は
行
き

M

ら
な
い
と
云
ふ
の
で.あ
る
。

.

私

鶴

營

又

は

秘

企

業

に

對

し

て

は「

熱

意」

。「

創
意
し
。

「

機

敏」

。「

臨

機

應

變

>

i

通

性」

◊「

企

業

心」

。「

嚴

斷」

。「

進

取」

。「

經 

濟
性
0

確

保」

等
，の
長
所
.美

動

が

擧

げ

ら

れ

る

。
：
掘

.クH

私

企

業

は

最

も

迅

速

親

潮

に

叉

漆

る

：隙

なV

人
の
，愁

望

を

遭

せ

し

め

る

と

。 

け

れ
ど
も
を
に
：對

じ
て
.は
：自

利

追

及

の
爲
に
他
人
の
刹
翁
を
無
鴨
し
て
：揮

あ

な

：い
瓶
所
が
擧
げ
も
れ
る1

特
に

此
の

缺
黯

は

彼

等

の

我 

意

を

抑

壓

す

る

雜

争

の

#

5
獨

占

事

業

に

於

て

；
恐

：
る

：

1̂
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も
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せ
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る
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營
ふ
私
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業
に
は.そ
れ
ぞ
れ
其
の
長
所
と
短
所
が
あ
る
か
ら̂
の̂
.
cの
>
.
lつの
.み
に
ょ
：
つ
：て
凡
て
め
：

^
1|
^
を
輕
營
ず
る
と 

a
；

は
出
来
な
，-
s
‘
o
:
か
-
^
;
る
事
情
：̂
應
す
る
爲
に
今
日H

つ
め
方
：毋
に
キ
つ
洛
達
に

.適

用

；せ

ら

れ

；る

i
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‘應

性

を

榜

大

を

ん
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し
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：ゐ
，
る

ダ
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a

五.
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六〕a  

も
の
を
分
ち
て
以
づH

輕
營
：i:
の
適
應
性
を
判
淀
す.る
ふ
め
で
あ
タ
タ
则
ち
：ラ
ィ
チ
す
々
：に
よ
れ
ぱ
産
業
は
た
を
管
理
經
營
と
生
産 

經
營
'に
分
：た
れ
る
。
管
理
經
營
と
は
經
營
上
に
技
術
的
又
は
商
的
獨
創
カ
や
迅
速
な
る
決
斷
を
必
要
と
す
る
こ
と
少
な
く
、
主
と
し
て
慎 

例
的
器
械
的
事
務
的
取
扱
に
よ
っ
：

V,

輕
營
し
得
ら
れ
る
もQ

で
あ
：る

道

郵

便.
電

信

水

道

，動

力

設

.傭

等

は

：

N.

に
屬
す
る
。̂̂

の
ぁ
'の
は
公
經
營
に
よ
る
も
其
の
能
率
を
著
し
X
害
す
る
こ
と
なX
、
'否
公
經
營H

よ
っ
て
'其
の
長
所
を
充
分
に
發
挪
せ
し
め
る
こ
と 

を

必

要

と

す

る

も

の

で

あ̂ 

.

:

然
る
に
生
産
經
營
は
常
に
技
術
の
：進
：步
、
霞
要
の
變
遷
、
供
給
の
變
化
多
く
、
旦

0
參
：く
の
鏡
爭
者
の
出
る
を
防
ぎ
得
な
い
も
の
、
並
ぴ 

に
其
の
事
務
：
の
，
範
圓
廣
义

.徵
細
忙
.し
.
複
灘
多
岐

Q:

行
動
を
必®
と
し
、
而
も
そ
の
ま
梢
神
經
に
於
て
個
別
的
創
意
と
努
力
を
必
耍
と 

す
る
も
の
で
あ
る
。
，此
等
の
も
の
に
對
レ
て
は
公
經
營
は
不
適
當
で
あ
っ
て
、
：之
：を
私
經
營
の
穀
単
に
委
す
る
方
が
却
っ
：て
全
體
の
利 

盤
を
促
進
し
得
る
も
の
：と
な
す
の
で
あ
る
。

(

ニ)

け
れ
ど
も
假
令
或
る
産
業
が
公
經
營
又
は
私
金
業
と
し
て’適
當
し
て
：ゐ
る
と
し
て
も
、
：，公
雜
營
は
公
經
營
と
し
て
、
又
私
企
業 

は
私
企
業
と
し
て
尙a
っ
そ
れ
ぞ
れ
の
短
所
を
有
す
る
を
免
れ
な
か
。
鼓
に
於
て
か
公
經
營
は
之
を
私
企
業
ぐ
し
、
私
企
業
は
之
を
公 

經
營
化
し
各
其
の
短.所
を
是
正
せ
ん
と
し
、
莊
に
雨
者
は
相
互
に
相
接
近
し
て
他
の
長
所
を
利
用
せ
ん
と
す
る
の

..
傾
向
が
あ
る
。
則
ち 

公
經
營
又
は
國
營
事
業
は
本
來
に
於
て
國
有
阔
營
で
あ
る
可
き
で
あ
る
が
、
颜
次
所
有
と
經
營
は
分
離
せ
ら
れ
所
有
は
國
家
に
、
經
營 

は
秘
人
に
"
则
ち
國
有
民
營
化
せ
ん
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
之
に
對
て
私
企
業
は
私
有
私
營
，で
あ
可
き
で
あ

.
る
が-V :

漸
次
に
所
有 

は
私
有
と
な
し
で
置
く
も
經
營
は
之
を
公
的
輕
營
に
移
，

J
、

以
つ
て
秘
企
業
の
國
家
統
制
又
は
國
家
管
理
を
な
さ
ん
と
す
る
傾
向
が
あ

る
。
以
下
此
軸
か
ら
こ
ひ
雨
者
の
經
營
形
態
ぬ
差
眞
と
其
の
特
徵
^
^
^
述
ぺ
て
見
ゃ
ぅ
、
以
す
公
雜
營
は
特
國
營
と
稱
し
て
之
.を
代
表 

せ
し
め
る
o 

'
,
ソ
.：
.レ
.
.
. 

:
•

一‘

-n
r

公
經
營
の
民
營
化
倾
向
、

.
近
時
公
經
營
に
は
漸
次
之
に
私
企
業
的
特
質
が
加
味
せ
'ら
れ
ん
と
す
る
银
向
が
ぁ
る
。
成
默
如
ね
公
經
は
次
の
如
く
分
つ
こ
と
が

'rp 
來

る

-

ン

-

.
パ：

；

-
ゾ

マ

-
-
.
-
-
:
-
-
.
-
-
.
.

V

■ :■

W

.

.
行
政
經
營
又
：̂
.純
な
る
形
態
に
於
け
る
國
昏
事
襄
則
ち
國
有
國
營
。
.と
れ
は
行
政
宫
举01

局
と
'し
てit

政
長
官
の
直
接
指
揮 

の
卞
に
ぁ
も
の
で
ぁ
る
。
；
凡
て
の
牧
ま
は
悉
：ぐ
豫
算
.，に
計4

せ
ら
れ
經
濟
行
爲
ー
ほ
極
度
に
迄
之
に
拘
束
せ
ら
れ
る
。
當
該
官
吏
は
中 

央
部
：ゆ
指
揮
監
督
の
卞
に#
る
Q
官
廳
簿JiS

を
採
用
し
、
事
默
取
极
の
方
法
も̂
て̂
範
.わ
行
政
事
務
.に
採
る
。
事
務
員
の
資
粮
ほ
窗
吏 

で
ぁ
り
て
> 
官吏服務規撒のま配を受勞働

'者
に
激
し
.
'て社

！
！I

政
策
晰
人
事
管
理
が
行
は
れ
，る
本
邦
に
於
け
る
阔
營
及
び

.. 

.

.

.

.

V,
 
<
,ゾ
 

,,
 

V 

.

.

.

. 

.

' ...
 

.

.

.

.

市
營
事
業
は
.殆
ん
ど
皆
此
の
原
則
に
よ
る
も
の
で
あ
る

9 

V

.

:

: 

,
:

 

'

此
の
經
營
の
，特
徵
は
業
務
の
執
行
が
常
に
公
共
的
立
場
か
ら
行
は
れ
、
且
つ

"I

行
政
機
關
.と
じ
て
.民
衆
に
對
す
る
責
任
が
明
確
な
こ

.
と
で
あ
る
0 
. 

. 

I 

:

で

，
..
ご
.，
、
：

;

此
の
經
營
の
缺
點
は
從
來
脈
謂
公
經
營
又
は
國
營
事
業
の

_
級
點HT

し
て
擧
げ
ら
だ
所
を
悉
く
有
ず
る
こ
と
.
で
ぁ
る
？
則
ち
指
揮
者 

た
る
官
吏
：の
鋪
，
性
、
.
事
務
め
"濃
滞
性
、：
惜

银

者

の

貴

住

勒

弱

、
官
廳
簿
記
方
数
の
不
適
性
、
，

M

濟
掛
の
無
視
、
，非
能
率
的
な
黯 

等
で
ぁ
る
0
從
ク
て
欧
洲
大
陸
で.
：̂
此)

の
®
の
國
營
事
業
ホ
漸
次
％
造
せ
ら
れ
其
の
跡
を
絡
ち
つ
、
ぁ
る
。
此
點
か
ら
見
て
我
國
の
專 

::

公.
斜
經
營
め.
接
：近
：ミ
民
有
國
營
联
業
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賣
及
'化
市
營
事
業
の
，組
縱
は
將
來
改
造
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
ぅ
o
- 

,
.
'
.
、
' 

-
,
v 
、
.
.，ニ
：
.
-:

ーぺ
§
：

一
、
"
’
^

官

华

民

經

營

(

勝
合
企
業)

一

つ

の
事
驚

が
株
式
會
社
と
な
ウ
て
‘、其
の
株
式
を
國
家
と
民
間
と
セ
分
割
しK

所

有

し

の

指
^

挪
も
亦
分
割
す
る
，の
：：
.で
あ
る
。
所
有
も
指.挪
も
分
割
せ
ら
れ
る
か
ら
し.て
、1

方
に
は
政
#
化
、
宫
僚
化
、の
敝
わ
防
ぐ
こ
と
が
出
歡
、
又
經
‘

濟
を
同
上
せ
し
め
る
と
と
が
出
來
る
、
又

1

方
に
於
て
は
公
共
的
利
絲
の
：無
視
せ
ら
；

e

る

こ

と

も

な

い

，
；

.
と

い

ふ

見

地

に

立

つ

も

の
ザ
あ
る
？
然
る
に
若.

J
i
m

理
と
指
揮
と
.が
斷
家
.に
：依

つ

て

；

^
定
せ
.ら
れ.K?

な

ら

ぱ

政

黨

S

弊
、官
僚
の
弊
は
避
得
ら
れ
な
い
の
で
、

平
营
半
路
f

の
轨
綠
は
擧
げ
ら
れ
な
ぜ
ね
で
，あ
る
。
！兀
来
此
の
形
式
は
之
に
よ
つ

y

公
：企
象
と
私
企
業
の
勢
力
範
圍
の,
突
を
避
け
、

II方
に
經
濟
の
自
由
ね
よ
っ
て
經
濟
性
を
向
セ
せ
し
め
る
と
井
s',
他.
方
に.
ボ
ね
に
か
っ
力
資
本
の
調
達
拿
易
にiv
而，̂

:

公
共
心
に

よ
る
.經
營
方
法
を
期
待
し
得
る
理
撒
断
の
形
式
と
お
で

1
1
1

に
一
か
推
稱
せ
ら
れ
れ
も
び
セ
あ
を
が
、

に
は
常
に
れ
か

T
.

方
に
偏

し

で

、
"
而
も

何

れ

の

.
利

益

も

擧

げ

ら

化

な

5

壤

合

が

冬

ば

#
國
で
.は
從
奢
が
政
黨
鼠
の
資
金

g

達
機
關
と
じ
て
靴
用
觉
ら
れ

て
ゐ
た
と
.云
ふ
も
0
も
あ
ま
ぱ
>
.獨
逸
で
は
之
が
觸
ね
企
業
と
な
つ
：‘.て> 
公
共
的
利
盤
が
無
鹿
せ
ら
ル
た
も
難
す
る
も
f

あ
.る
。
.所

謂
木
に
竹
を
接
い
だ
感
が
な
い
で
は
な
い
。
特
に
資
本
主
義
は
指
を
得
れ
ぱ
體
を
得
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
國
家
の
財
政
窮
乏
す
る

時
は
之
.を
私
企
業
に
移
さ
ん
と
す
る
敏
動
大
と
な
り
少
な
^
と̂
-
>
^
資
本
主
氣
的
と
な
り
易
く
、
に
而<
國̂
家
：§
^
占
と
な
る
場
合
に
は.一,

般
民
衆
の
刺
谷
を
無II

す
る
弊
に
陷
り
息
：̂の
！̂
あ

,§
:

.獨
立
園
體
經
營(

國
有
の
民
營
化)

。
純
な
る
公
雜
營
の
缺
點
が
半
宫
牛
民
に
よ
っ
て
除
か
れ
な
い
と
す
れ
ぱ
鼓
に
新
た
に
純
國 

營

の

所

わ
■
持
し
つ
國
營
の
贼
軸
を
除
ぐ
形
態
を
考

<r

な
け
れ
ぱ
な
ら
か
い
。
‘
か
ぐ
レ
て
親
た
に
银
用
ぜ
ら
れ
に
至
つ
あ
の
が

比
の
獨
立
圓
體
經
營
，で
あ
る0 :

，こ
れ
は
國
營
事
業
を
獨
立
の
法
人
と
な
わ
、
：
'，特
に
之
を
採
式
會
社
とb
て
經
營
せ
ん
と
す
る
？̂
の
で
あ 

る
0:
國
有
民
營
化
し
、
：以
り
て
國
營
事
業
を
し
.
て
私
的
企
業
に
接
近
せ
し
め
ん
す
る
め
で
あ
る
""ぃ
所
有
を
國
家
と
し
な
が
ら
を
の
經 

營
方
法
を
資
本
主
義
に
適
應

P

た
組
織
に
た
も
の
で.
あ
る
。-
け
れ
ど
も
資
本
主
義
に
'全
然
復
歸
じ
た
の
で
は
な
タ
只
此
の
經
營
形 

式
の
ド
で
ぱ
指
挪
者
の
，者
へ
方
、，
仕
事
の
.
仕
方
が
資
本
主
義
的
と
な
る
た
め
に
、
事
業
は
®
然
に
共
同
輕
濟
體
か
ら
離
れ
ん
と
す
る
危 

險
は
存
ま
す
る 0. 

て

.

.
、
.
ブ

 
W 
い
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獨
立
團
體
經
營
は
事
業
を
行
政
官
廳
の

，1

局
か
ら
切
り'離
し
又
長
官
；の
直
接
指
挪
を
離
れ
た
獨
立
.
の
：組
織
-を
作
之
に

其

の

管

理 

を
夥
す
で
あ
る
。
此
の
形
式
は
之
に

1.

般
民
間
の
所
有
を
許
す
こ
：よ
は
な‘い
け
れ
ど
も
，
一：國
家
と
其
他
の
公
共
團
體
が
分
割
し
て
所 

有
す
る
こ
と
は.
出
來
る
め
セ
あ
：る0.:此
の
畫
は
行
政
長
官
め
下
級

i

目
廳
と
レ
ズ
直
接
其
：の
指
球
を
受
け
る
も0
で
は
な
い
，。
又
懷
算 

、て
句
東
さ
れ
る
こ
と
も
な
パ
.
0:パH
其
の
純
次
絲
を
國
庫

K

納
付
す
れ
ば-
レ̂
ー
の
で
あ
る
？
勿
論
獨
立
の
會
計
と
豫
算
を
有
し
、
'指
挪
者 

の
，廣
任
は
唯
其
め
牧
餘
の
；闕
に
眼
ち
れ
てVゐ
る
0
官
廳
簿
記.
に
ょ-も
な5

セ
ゥ
全
然
商
業
簿
記
を
採
用
し
又
定
：ウ
た
盡
礎
資
本、'
 
株
式 

會
社
わ
揚
ム
ロ
に
は
株
式
資
本
を
有
し
て
ゐ
る
ヴ
其

.
§
剩
は
之
を
で
あ
る
。パ九ポが越的事業を模範えする

0
.で
あ 

る
0 
2
ー
 
般
從
業
員
も
原
則
と
て
社
員
、
：勞
働
者
の
.
關
係
に
復
歸
す
タ
き
？？
め
で
あ
る
。
"只
か
^
^
め
如
ぐ
國
家
事
業
め
商
業
化
は
此 

の
爲
に
共
同
輕
濟
的
利
養
を
尊
重
か
な
：̂#業
方
針
に
墮
ず
る
危
隙
は
存
在
ホ
る
ぽ
バT;:':ス
パ^̂
^̂
ク̂r:  

二
：：" ：

ン；：̂  

:
獨
立
圓
體
經
營
は
行
政
經
營
私
的
を
業
經
營
.
の
中
間
に
；あ
る
ホ
あ
る
。

‘：之
に
よ
.つ
て
資
本
主
義
企
業
の
合
理
性
を
取
り
入
れ 

る
と
共
に
、
而
も
之
に
共

1

經
濟
の
：目
的
園
體
え#
て
の
i
義
を
附
與
登
ん-
ホ̂.
る
の.
で.
あ
え
。.
換
言
ず
れ
ぱ.
資
^

炎
斜
經
營
の
接
近

.W

民
有
國
營
取
業
. 

.
七

(
】
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公
救
經
營
の
齒
近
ざ
民
有
國
醫
事
業

八

(
1

六
0
0〕

な
い
♦
、
：
資

本

主

義

の

採

用

.
^
た

合

理

的

ホ

經

營

技

術

を

採

用

し

共

同

經

濟

の

，目

的

を

達

せ

ん

ふ

：す

る

の

で

あ

る

0.:.

:獨
^̂
靓
營
圈
體
に
ょ
る
時
は
將
來
猛
タ
あ
ネ
と
な19厕
家
0
行
政
組
織
が
地
方
分
散
的
と
：な
：つ
，ズ
、
；；
^
は
そ
れ
.ぞ
れ
向
主
的
獨
立 

の
地
位
を
得
ブ
そ
め
管
腦
者
は
ネ
の
實
任
あ
る
注
意
と
管
理
を
小
範
圓
の
輕
營
に
向
け
る
こ
と
が
出
來
る
。
特
に
又

ts :

部
經
營
の
商
業 

化
が
經
濟
能
率
を
稽
加
さ
す
こ
と
は
容
易
に

者
：.

へ
.
れ
の
か
あ
る0

.
,琪
に
獨
逸
に
於
て
は
戰
後
、
/
行
政
經
營
が

其

の

；

經
濟
性
の
耍
ま 

>,を
充
た
す
能
は
ざ
る
時
は
悉
く
皆•.そ
り
形
式
を
秘
的
企
業
會
社'.に
；變
改
し
お§
あ

$o
此
'め
織
營
揪
體
に
：ょ
る
經
濟
性
の
向
上
は
、 

.
從
來
め
：國
營
事
業
が
官
僚
武
輕
營
の
惡
弊
に
多
.
く
伴.
つ.
て.
ゐ
る
に
從
ひ
、
：
.
其
の
差
異.,J

利
益.
は
明
かm
な
る
あ
思
は
れ
る0:
特
に
こ
の 

獨.
立
團
體
經
營
が
宫
僚
化
と
政
黨
化
の
弊
に
：對
す
る
緩
衝
她
帶
と
か
ー
る
利
銘
2̂̂,1有
す
る
こ.
と
は
疑
な
い
？
蓋
し
此
等
の
事
業
は
其
の
次

ま
を
厳
に
し
S

 

Q收§
：

性

を

霉
f
ん

李

る

麓

は
#
利

繁

拿

る
.政
治
的
及
び
.慕̂

の

弊
£

ら

：で

き

。
.
勿
諭
こ.
の
獨
立
i
體
は
之
を
し
て
：宫
廳.に
於
け
る
老
朽
又
は
高
級
宮
吏
：の'棚
：ロ
た

ら

し

：め

る

考

：へ
：

S
ク
.て

は

な

ら

な 

ぃ
。
，：
長

ザ

の

{
目

僚

熬

圓

氣

に

あ

り

ヤ

 
> 
其
の
細
胞
の
核
心
に
，迄
官
僚
的‘氣
質
と
，事

務

：取

扱

法

の

浸

み

込

ん

だ

.
多

の

：人
：々
に
輕
營
の-經 

濟
化
と
商
業
化
をg

待
す
る
こ
と
は
出
来
な
さ
り
と
て
商
人
の
我
利
々
々
的
經
營
法
に
ょ
つ
て
民
衆
の
刹
益
と
彼
等
へ
の
サ
ー
ヴ 

ィ
ス
を
無
視
す
る
弊
も
考
へ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
，
5-0 .

,,
更
に
又
こ.
§
に
は
そ
の
首
腦
者Q:

地
位
に
き
程
度
の
保
障
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

ね
. ：

現
に
靈
に
は
前
に.
述
べ
た
半
官
半
民
の
，
 

事
業
：は
多
く
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
等
は
形
式
は
獨
立
し
て
居
り
な
が
ら
其
の
指
揮
者
は
政
黨
の
勢
力
尙
盛
ん
な
.り
し
當
時
に
は
政
黨
に 

IS

右
せ
ら
れ
、.：而
其
の
內
部
經
營
は
宜
微
式
：で
：商
業
化
さ
れ
て
ゐ
な
爲
に
獨
立
金
業
め
融
通
性
が
却
.ウ
セ
政
黨
の
爲
に
利
用
を
ら

れ
る
道
を.
開
，

S

て
，ゐ
‘た
0 . 
, 

ノ
，
 

■

「

：
：尙
國
營
事
業
と
純
資
本
主
義
經
營
の
：相
遠
は
利
息
計
上
主
義
に
：於
：て

.
も
.異
な
る
所Iが
彭
る
。.
後
者
に
於
て.
は
牧

刺

力

が

.精

大

し

た

場 

合
に.
は
許.
償
を
大
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
其
の
資
本
を
.
精
加
す.
る
け
れ
ど
を.
國
營
事
業.
や
刹
息
'計
上
方
法
に
於
て
は
資
本
評
價
は 

收
签
に
よ
ら
す
、#
ろ
牧
猛
を
資
本
の
高
に
從
つ
て
：決
し
、'從
つ
て
生
産
能
率
の
向
上..よ
り

生

す

..る

利

益

は

之

を

代

價

の

低

下

及

び

サ 

:

ゲ
，
.
ィ.
，‘ス...
の.
稽

大

，

.
に
，向

け

ら

れ

る

の
‘で
あ
，；る
..
0..... 

...

..

以
上
は
何
作
も
純
な
る
國
營
事
業
に
伴
ふ
弊
害
を
除
去
せ

.
ん
と
し
て
今
日
行
は
れ
て
ゐ
る
.も
の
で
あ
る
が
特
に
最
後
の
獨
立
園
體
經 

醫

は

今

日

歐

洲

に

於

て

盛

ん

.に

.5

&
は
れ
て
ゐ
る
國
營
：事
業
合
缠
化
の
經
營
形
態
で
，あ
る
。
藍
し
t
れ
國
營
事.
業
を
行
政
組
織
の
中
よ0 

，分
離
せ.
し
め
、
と
れ
を
纖
立
の
經
營
體
と
し
て
經
醫
す
る

AJ:

と

が

合

理

的

で

あ

る

と

，と

を

示

す

も

の

#̂
あ
：る
。
：
：

.
即
ち
.所

謂

公

企

業

は

そ 

の.
所
有
は
之
を
國
家
よ
し.て
も
其
の
經
營
は
之
を
長
營
化
せ
ん
と
す
る̂̂:と.
が
合
理
例
方
法
で
あ
り
、
.又
實
際
令
日
の
公
企
業
の
顯
著 

な
1<̂
世

：界

的

趨

勢

で

あ

：
る
：と

#
ク
：て
ホ'.い
わ
で
あ':る
。

.
ン.
：..
ぺ\

:

.

私
☆
業.
の

公
，
營

化

：
傾

向

：

--Vi

輕

營

勞

務

の

種

類

及

び

を

わ

性

質

：

.
-
:
^
^
^
^
ン 

A
1

方
に
は
私
企
業
も
亦
漸
次
之
.
を.
公
輕
營
的
色
#
を
與
へ
、
之
を
公
經
營
化
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
之
：に
も
ニ
ク
の
動
機
が
考

へ
ら
れ
る
。一

つ
は
若
し
私
企
業
を
社
會
化
す
る
：要
が
あ
る
な
：ら
ば
い
そ
れ
は
本
來
國
有
國
營
i
な
す
.
.と
.に
よ
0
て
其
の
弊
を
觸
本

/

的
に
別
除
し
得
る
の
.で

あ

る

，が

、

こ
，

.
Q

爲
に
は
政
府
は
.そ
の
賈
牧
凝
と
：

てW

額
の
公
債
を
壞
行
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
0 

.
而
•
此̂
.際 

政
；府

が

民

間

事

業

を

賈

牧

す

る

爲

に

ま

，拂

ふ

賠

，償

金

は

^
!然
過
大
.に
；評
價
さ
れ
ク
、其
：の
結
果
新
國
營
事
業
の
資
#
金
は
過
大
と
な
り
爲 

公
：
秘
經
營
の
：接
近
：

W
.

民
有
國
營
事
業 

- 

 ̂

( ！

力
0
1)
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f

II

輕
5

:
接
近
：：5

有
國
營
事
業
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I
P 

(
1

六
0

5

にM

家

は

：
二
方
：
に

寞

ホ

p
公偉をする

'
A说
：に
>
ま
.養

：

9
:

事
業
截
の
經
費
も
加
重
せ
も
れ
、
-そ
の
た
め
に
其
の
.サ
’
ヴ
ィ
ス

.

の

料

金

，
を
：も

.
®

下
し
得
な
い
場
合
が
多
いo
'
歐

洲

次

敏

後

歐

洲

各

國

，
に

社

資

化

め

ま

暴

ポ

海

め

を

に

，も

拘

は

ら

す

ハ

を

を

充

分

に

，®
 

行

す

，る，.こi
の
出
來
な
か
0
:た

の

は

、
：：
主

と

し

て

此

Q

買
牧
慎
格
の
一
：過

大

と

な

：

爲
に
ハ
，：

の
奪
に
.發

行

せ

れ

ネ

公

貴

は

國

家

財

政

，
 

の
上
に
天
な
さ
擔
を
及
ぼ
す
鋳
果
を
生
じ.
>
;
爲
一
に
そ
：
の
：
★ 

r

ダ
，：
ィ
ネ
め
：料

金

を

低

下

す

る

と

も

困

難

な

.る
事
情
に
.歸
因
す
る
も
の 

で
あ
つ
た
。
竊
に
於
て
か—

の：胜
質
は
純
：な：

營
事
業
激
す

W
き
ヤ
：
あ
：ぷ
に
A
拘
は
ら
す
、
所
有
は
倚
之
を
民
有
と
な
し
®
き 

た
：る
#
;
:
^
:
て
之
：あ

公

營

脚

特

徵

を

與

：

へ
：ん

-VI

す
タ
に
：至
る
も
の
で.あ
る
？

：
,
-■ 

-
,■;..
:.

e

筋
3
:の
：動

機

と

な

る

の

：
は

#
業

其

物

は

命

私

企

業

と

し

；
て

ず

在

せ

.：̂
む

ネ

理

由

が

あ

：
り
，：て

も

、
：
之

,
全̂
然
私
人
の
ま
由
.に

委

す

る

，こ 

が

出

來

在.か

爲
.に
：國

家

が

を

に

關

與

：し
、

以
つ

.：
て.
5
|企
業
を
ぶ
輕
營
兆
せ
ふ
と
す
る
企
\
-
^
,
^
あ
る
0 ：

则
.ち

私

企

業

も

：之

を

と

經
 

營
に
分
あ
、
ま
有
ゅ
依
然
と
.し
：
て

嚴

の

：
民

有

，没

認

め

」

る
；
も

、#

の
經
嘴
に
對
し
て
は
國
塚
！̂

ネ

種

ゆ

關

與

を

加

，
へ

又

は

參

與

ホ

..さ 

ん

と

す

る

，
^
の
，I

る
-。

，
，
バ

<
:然
あ
ぱ
國
廣
は
私
人
め
事
業
經
營
の
：如
制♦
る
點
に
、
又
如
何
な
る
方®
に
ょ
つ
て
關
與
又
は
參
與
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
。
此 

*

點

か

ら

，吾

人

は

事

業

輕

營

に

於

け

る

：經

營

者

の

職

能

又

は

勞

，

の

@

類
及
.が

性

質

を

知

る

，；

51̂

耍

が

，
^
る
0
.

.
社
♦
經

濟

は

：霜

；耍

と

供

給

の

永

續

的

1

致
の
，意

味

に

於

け

る

-<類
洪

同

生

满

の

組

織

體

：
で
あ
；る

o
t
の
意
味
：に
，於

て

經

濟

は

1

つ
の
， 

有

湖

的

活̂

體

で

あ

、
タ
。
此
故

.
に
經
濟
界
に
は
灘
嬰-V

供
給
あ
永
續
的
に.一

政

せ

し

，め

ん

が

爲

に

、
凡

，て
の
方
面
'を

者

慮

し

干

與

し 

て
：.2̂

:9,.

て.
全
體
に
，跌
序
を
與
ぺ
ん
；と
す
る
人
の
精
神
的
活
動
を
必
要
と
す
る
。
輕
濟
構
成
勞
働
之
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
企
業
か
ら
見
化

ぱ
需
要
供
給
の
獨.測
を
な
す
投
機
的
職
能
で
あ.る
力
他
方
に
越
社
含
の
籍
耍
，を

充

兄

せ

し

.め
ん
一
ポ
爲
に
親
實
に
行
動
す
る‘^

經

營

勞

働

：之
で
.あ

：る0
.

:

經

營

勞

働

は

之

：を

1
1

つ
：に

分

つ

こ

と

が

：出

来

あ

0..C:r

,
.經
營
構
成
勞
働..01)

經
營
實
行
勞
働
^
'
?
!
で
あ
，.る
.。
‘本 

來
社
會
S

要
を
滿
足
せ
し
め
る
齋
にB

ま

經

營

體

が

必

耍

で

成

る

。
，，輕

§

サ
多
數
の

で
あ
る
か
ら
、
此
等
が
相K
に
矛
盾
す
タ
所
な'
動
が
出
辦
るVや
ぅ.
に
.此
等
を
合
理
的
計
晝
的
に
組
織
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ 

の
：各
要
素
を
合
目
的
に
紐
纖
す
る
精
神
的
勞
働
を®營
構
成
勞
働
と
‘云
彥
此
の
祭
働
に
ょ
ク
て
凡
て
.の
要
素
は
計
晝
に
從
つ
て
組
織 

の
：
中，
S

み
込
ま
れ
る
0
. 

S
實
行
勞
働
を
の
佳
經
營
構
成
勞
働
に
ま
て
規
定
甘
ら
.れ
た
る
所
に
從
つ
て
强
行
的
に
ま
も
め 

.
で
，’V自
由
栽
断
の
：余
地'を
有
な
い
人
の
勞
斷
で
あ
る
。"̂则
ち
廣
級
の
生
と
レ
て
肉
體
的
勞
働
で
-
あ.
る
。r
、
リ
.
；
，
' / 

.

、
，.
恥

故

に

輕

濟

構

成

榮

働

> 
經
營
構

成
勞
働
及
び
經
營
實
行
勞
働
は
何*
れ̂
も
全
V然
別
'摘
の

お

の

..で

あ

ク
て
"
、

上
位
の
.
も

の

は

常
に 

下
位
に.
あ
る
も
め
：を
決
定
し
ハ
？，下
位
の
も
の#:̂
位

P
も
の
の
定
む
る.
計
晝
命
令
又
は
條
仲
に
從
つ
て
活
動
ホ
可
き
も
の
で
あ
る？'館 

4

は
全
輕
濟
に
需
要
と
供
給
の
永
績
的
ニ
、；致
を
與
ぺ
、

：

之
を
共
同
生
活
體
た
ら
セ
る
墓
様
と
ず
る
，。
M
ま

S
を
全
體
2̂

と3

て
有
機
的
に
.給
合
し
め
る
法
務
で
あ
る
，

O

S1.

は
’テ
經
營
を
細
織
ね
統̂

之
に
個
別
的
な
德

A
仏
.
の
：S

的
秩
序
を
與 

へ
る
勞
働
で
あ
ゎ
；、

第

1
§
只
*
^
^
に
從
つ
て
命
の
儘
に
動*
"
"
^
械
的
勞
働
た
る
ご
も
も
前
に
述
べ
お
所
で
あ
る
。
故
.に
觀
念
0

^

®  t

ぱ
囊
は
參
奪
0
延
長
や
ぁ
るo
嫌
者
め
决
定
じ
た
所
益
ひ
後
者
は
活
動
す
る
の
ま
ぎ®
ケ
ぱ
又」

を
り
.の
輕
濟
體
の
內
部 

に
於H

小
変
の
産
が
問
題
に
な
ク
た
と
す
る
タ
：此
め
際
に
は
此
P
經
濟
體
が
全
體
に
對
ホ
る
關
係
於
て
果
し
"で
小
麥
の
生
産
が
か 

要
な
り

.
ヶ
杏
や
、.
之
が
經
濟
的
に
愛
當
な.
や
否
や
を
刺
斷
；

3:

な

け

れ

ぱ

な

ら

な

い

？

蓋

.
-
^
小

麥

の

生

産

は

全

體

が

ら

見

れ

ぱ

す

必

耍 

.公

.取
鶴
營
ゅ
接
近
；

W

民
有
國
營
事
業
，
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(
I'-

r
)

四〕

力
も
し
れ
な
い
？
或
は
必
耍
で
お
っ
て
も
、，
小
麥
以
上
に
必
耍
な
も
の
が
あ
る
か

.
，̂
し
れ
な
い
P:
此
故
に.
小
麥
：の
生
産
に
は
、
ト
麥
の 

生
産
以
上
に
必
要
な
の
な
き
や®
や
？
若
し
必
要
と
ず
れ
ぱ
幾
何
を
生
産
す

15̂

さ

や

を

考

慮

，
.
^
判

斷

じ

な

け

れ

ば

な

ち

ぬCT

其

の

判 

斷
の
結
果
は
或
：は
小
寒
に
對
す
る
欲
求
よ
り
‘
他
の
も
の
を

よ

り

必
耍
あ
す
る
か
も
し
れ
な.い
0

此

め

.間

題

は

則

ち

經

濟

全

般

よ

り

.見
 

れ
ぱ
目
的
の
間
題P

あ
る
？
此.
の
，目
的
を
立.
：
.
て
る
と
と
が
資
當
な
び
や
，否
や
、
：そ
の
程
度
如
何
が
間
履
と
な
る
の
で

あ

る

，0
.
.
.
時

に

は

此 

の

目

的

欲

求

を

節

す

，
る

必

要

が

あ
：，

る

か

も

し

れ

な

5

の

で

：
あ

：
タ
o',を
の

如

定

めS
的

：の

達

成

の

要

否

を

判

斷

X
、mj

そ
の
極
度 

を
決
定
す
る.
こ
と
は
即
ち
經
濟
構
成
勞
働
：で
あ
：る0
かX

此
'の
勞

働

，
に

よ

っ

.
て
，
需

要

め

測

定

を

な

し

た

時

は

>:lg

忙
初
め
て
之
を
現
實 

に
供
給
す
る
手
段
の
問.題
に
，移
る.
の
で
あ
る
0:
則
ち
前
の
勞
働
に
よ
り
て
決
定
し
た
目
的
を
如
何
に
し
て
輕
濟
的
に

.
建
す
る
や
、
其
の 

方

法

、

其

，の

補

助

宇

段

を

赛

慮

：

.
決
定
ず
る
：は

之

前

述

レ

た

：
る
經
ー
營
構
成
勞
働
で

.
あ
；る
，0 ,
從
づ
て
經
營
構
成
勞
働
は
與
ベ
ら
れ
た
る
，

一

つ 

©
目
的
を
如
何
に
經
濟
的
に
建
す
る
や

-g
云
：ふ
按
衛
上
の
判
斷
で
あ
る
が
、

：

之
に
反
じ
.て
經
濟
構
成
勞
働
は
其
の
生
産
に
よ
る
供
給
が 

經
，滴
體
全
體
の
需
耍
と‘

一

致
す
る
や.
否
や
、
叉
之
よ
り
も
更
に
緊
急
な
る
も
の
あ
び
：や
否
や
を
判
斷
ず
る
純
經
濟
的
の

.
勞
働
で
あ
る
。 

而
し
て
經
營
實
行
勞
働
：は
：只
構
成
勞
働
；の
定
め
た
；る
所
を
忠
實
に
行
ふ
機
械
的
勞
働
に
過
ぎ
な
い

。
V

:

:
'リ、.冗
.广
產
業
統
制
よ
び
産
業
管
轉̂
^

(

民
有
國
營)

ド

.

.，-

^

^

パ̂
ン
‘
？

‘
：
：
：
，
- 

.
元

來

自

ま

經

濟

の

下

で

は

經

濟

柳

成

勞

働

は

各

私

的

企

業

，の

#
腦
者
が
各
自
個
別
的.に
行
ふ
.所
で
あ
‘る
0,•彼
等
の
判
劇
並
び
に
其
の 

.判
斷
に
從
っ
で
實
行
に
移
さ
れ★
結
某
が
市
場
に
出
で
各®
鶴

，合

め

給

某

と

し

て

：代

慎

が

成

立

す

る

？

之
，に

よ

っ

て

彼

等

の

刺

謝

の

正 

，否

が

確

定

せ

ら

れ

；る
。

而

し

て

此

の

代

償

を

指

針

モ

て

企

業

家

は

更

i

來
0
需

要

供

給

を

制

定

4

て

弗

の

經

營

を

之

に

合

致

せ

：
し

め
ら
と
す
る
。
か
く
务
企
氣
家
の
自
由
輒
斷
の
，綜
合
：給
嚴
が
代
慣
と
な
り
？
之
に

.ま

て

.各
自
の
、
自

由

判

斷

か

ら

生

す

る

需

要

と

供 

給
の
.過
.不
足
は
I
的
に
調
節
I
れ
、
需
給
9

i
的一

致
が
期
せ
ら
れ
た
。
然
るi
由
i

本
主
義
經
濟
の
s

i
ほ
資
本 

主
義
に
多
る
と
.
、
.
か
か
る
自
由
經
濟
に
於
け
，ぞ
需
絵
の
自
励
的
調
節
が
行
は
れ
な
い
ぱ
が
り
で
な
く
、
獨
占

'事
業
の
•力
は
ょ
く
大
衆
の 

購
買
力
を1,

方
に
み
敬
，
♦
し
.て
.全
體
の
産
業
め
圓
滿
な
る
發
達
を
阻
害
す
る
。
：
更
に
又
ブ
方
民
衆
に
對
し
て
は
豊
富
に
し
て
安
き
サ 

1
ヴ
ィ
を
提
供
す
る
こ
と
わ
激
む
に
到
る0 

I
.
に
於
て
か
®
家
は
，私
的
獨
ほ
事
業
を
國
營
と
や
る
か
文
ほ
称
營
に
動
し
て
統
制

關
與
せ
ん
と
す
る
必
襄
が
生
す
る
？

r

ン
，
ノ 

：：

レ
"
：
：

ソ
^
^
^
^ ̂

• 

'

此
.な
に
産
業
經
營
に
對
す
る.國
家
の
經
濟
的
關
與
の
第

1,

步
は
當
然
企
業
家
の
®
濟
構
成
勞
働
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
.い
。
則
ち
私
企 

業
が
全
體
.と
し
11

時
に
國
營
に
移f

目
せ
ら
れ
.す
、
云
は
ぱ一

步1

步
徐
タ
と
し
て
國
營
化'に
轉
移
ず
，る
も
の
と
せ
ぱ
そ
れ
は
先
ウ
企 

業
經
營
に
於
け
る.經
濟
構
成
勞
動
か
ら
起
る
も
の
で
な.げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
ャ
盡
レ
ザ
國
經
濟
給
の
二
ま
は
各

i

業
相
互
'.間
の
調
. 

整
を
必
.要
と
.す
る
の
み
で
な
^

^1

般
消
氣
者
の
，お
游
灰
ぴ
購
賀
カ
保
謎0
見
地
れ
ら
獨
占
産
業
：に
干
與
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
更
に 

又

時

定

の

産

業

ひ

勃

舆

又

は

，國

防

等

れ

必

®
か
ら
特
定
ね
暴
業
に
书
與
し
叉
は
之
を
助
長
す
る
こ
"
と

が

、城

耍

で

あ

'

るか
ら̂̂
從
 

つ
て
産
業
へ
の
國
家}
}
-
與
於
若
し
必
要
な
ゎ.と
资
ぱ
§

構

成

勞

嫩

，
，へ

の

參

加

は

當

然

全

體

的

^
揚̂
に
ま
ー̂

國
家
の
任
務
で
あ
り
、
又 

國
家
の
み
之
を
な
し
得
る
機
能
を
有
す
る
の
セ
あ
る
'
0而
し
'て
：國
家
.
0廣業

；：

關與成勞働に

C

及
び
そ
の
.結
嚴
で
を
：り
又 

之
を
左
右
す
る
代
慎
形
成
職
能
れ
合
れ

)

限
ら
れ
を
.か
ぎ
ゎ
、
雲
體
ぬ
所
有
は
依
然
と
し
て
報
入
に.止
ま
る
'は

勿

論

經

營

構

成

勞

働

及 

び
經
營
實5;

^

働
も
私
人
に
委
贫
ら
れ
、v.必
ら
一
す
し
■
此̂

.の
勞
務
を
も
國
家
が
引
き
受
け
る.と
.と
を
、j
要
"
し̂
.な
か
め
で
あ
る
。

公
料
鍵
營
の
接
¥
:
民
有
國
齋
事
業 

3
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六0

力〕

た
'國
家
が
産
業
の
經
濟
構
成
努
働
ぺ6
參
加
は
次
の
如
き
經
路^̂
取
<:>̂て
媒
企
業
の
國
營
化
を
傑
化
仓
し
め
る
も
の
で
あ
る0
 

V,てST

私
企
業
か
W
家
総制

". ：'

國
家
：̂
私
だ
業
が
自
ら
ぞ
の®
營ii®

な
以
上ai

種
か
：勞

働

を

行

.
ふ
こ
と
を
認
め
る-
、̂
：
而
も
®

家 

ボ

必

耍

に*,
じ.P

之
：に

必

要

と

'信

ホ

る

條

仲

を

課

ず

を

XJ:

と

が

あを̂
？
：跋

企

業

.り
i
i
之
で
：
お

え0:か
か
る
場
合
に
は
私
企
業
は 

自
ら1

一
定
の
活
戯
を
成
す
が
を
か
ね
制
斷
を
な
ず
自
由
：わ
有
す
る
：も
、
.
之
を
實
行
す
る
と
せ
ぱ
國
家
の
定
め
た
る
條
辟
に
服
も
な
け
れ 

ぱ
な
ら
な
、：̂0
そ
か
示
ネ
ル
た
る
型
に
從̂;̂
て
行
斯
；3か
け
：4
ぱ

な

：ら
な
：い
び
但
じ
さ
お
不
可
な
ゎ
と

.
思
は
ぱ
行
動
し
な
け
れ.ぱ.
0む
O 

&軌
を.
强
制
せ
ら
れW
こ
と
は
な
い
例
へ
ぱ
國
家
は
或̂ô
@業
ね
規
银
設
備
奸i.
:
で
あ
を
がv
成
は
將
來
の
：新
設
が
ニ
嚴
投
資
と 

な
っ
'.て
資
本
の
浪
費
を
招
致
す
る
ど
思
は
ぱ
設
傭
の
新
設
を
禁

：25,

ガ
，ホ
之
^̂̂
免
許
制
虔
'と
な
す.
場

合

が

わ

る

？
但

し

此

の

.場

合

も

舊 

.
設
懒
の
破
齋
又
は
設
傭
か
新
設
齋
更

(
需
給
ニ
致
の
精
雜
か
ら

)

を
命
ポ
ら
れ
る.
：Cと

：̂
#
，

S.O:,:就
は
企
業
の
：代
债
が
嫩
の
産
業
の
發
達 

を
邮
害
し.
又
は
清
費
者
ホ
利
签
ど
餐
す
ー
と
識
む

^̂
時
は
其
の
塵
攀
の
代
慎
制{|̂̂;̂
對
；レ
認
可
制
度
を
掛
用
す
,,̂

こ
と
も
あ
ネ0 

，'レ‘放
に
産
業
の
國
家
統
制
に
於
て
は
經
濟
織
成
勞
働
は
事
業
家
白
ら
之
を

II;:

ふ
も
、
同
時
に
又
國
家
自
ら
も
亦
獨
自
の
見
地
か
ら
此
の 

職
能
を1&

ひ
之
に
基
W
て
各
企
業g.

需
給
办
i
及
ル
を
の
#
給
關
係
事
項
ね.t

動
に
執
し
：

T

定

の

條

仲

制

眼

ど

加

：
へ
ん
と
ず
.る
も
の 

.
で
あ
る
。
け
れ
ど-.5=/J

の
®
統
跡
ボ
厥
総
制
で
あ
つ
て
、
管
激
で̂:?:̂
い
0ィ11

ケ

ア

デ

：
ィ
、

グ

を

辨

る

：こ

と

ぱ

企

業

自

ら

に

あ

る 

か
ら
じ
て> 
國
家
は
企
業
に
對
レ
て
糖
秘
的
の
歉
動
を
命
ザ
？

0
こ
’ど
：5̂2

來
化
假
令
命
じ
て
も
實
際‘に
：̂
行
は
れ
難
50
蓋
し
人 

の
經
濟
活
©
は
弾
制
す
る
と
と
が
出
来
な
い
性
質
の
：か

S

で
あ
る4
ら

で

現

に

我

：國
に
於
ポ
る
現
氣
事
業
法
は
料
金
：の
認 

可
制
鹿
を
採
る
外
尙
政
府
は
電
氣
事
業
者
に
敦
し
公
益

.
必̂
要
な
時
に
は
設
備.ひ
變

更

其

他

の

統

制

命

令

，だ

出

し

得

る

と

と

，と
な
っ
て

ゐ
る
も
實
際
に
は
行
は
作
な
w
.の
で
あ
る
。
蓋
し
營
利
目
的
と
や
が
私
‘化
举
に
#
-
^
'
て
營
利
を
否
定
し
又
は
萬
一
の
場
合
は
損
害
を 

與
る
如
き
事
項
を
命
|

る̂
こ
と
寒
際
偶
題
と
し
て
出
來
な
.
Wが

で

あ

る

0
.か
か
る
規
定
は
統
制
の
範
.園
を
出
で
た
る
事
項
で
あ
つ

-
-
.
.
.
,

.

. 

• 

.

.

. 

• 

; 

V 

♦■.
,
•
•

 

.
;■•
;
 

•
• 

• 

•■
■-
•
•

 

• 

, 

- 

.

.

.

て
現
在
の
報
的
企
業
の
組
纖
で
は
行
は
れ
-な4

も
：®
'

ズ
'あ
る
0
' 

:
:
. 

: 

V
,
.
.
.

S
,

私
企
業
の
國
家
管
理(

民
有
國
營
器
に
：於
て
，か
國
家
の
.，
産

業

へ

：
の

千

與

：は

.更
に
：

一 .

步
を
造
め
て
私
企
業
の
國
家
管
理
と
な
る
。 

鼓
に
管
理
ど
厕
レ
國
家
が
霞
構
成
勞
働
の
全
部
客
ー
；6
、へ
.秋
企
業
を
し
：て
-
!を̂
行
，ふ
地
を
與

/

な
い
こ
と
で
あ
る
。
此
際
國
家 

は
其
.か
社
^

か
|
|耍
及
ー
^
供
給
を
完
全
に
把
握
-
服̂
奢
わ
瘾
合
.せ
レ
ル
る
に
努
カ
サ
る
0

需
.耍
^
!
1を
定
め
て
供
給
を
之
に
適
合
せ
し
め 

る
こ

と
も
あ
る
可
く
、
又
定
ま
^

れ̂
.
^
<
^
供
給
1
適̂
當
，̂
割
り
勉
び
^
0と
ど
も
わ
を
0’
假̂
り
に
私
企
業
か
之
に
從
ウ
て
供
給
し
又
は
そ 

の
割|

e

養
嬰
ぬ
.滿
レ
な
こ
ど
が
あ
つ
も
％、現賞の問題と

P

て
之
に
從
ふ
こ
と
が
强
要
せ
ら
れ
る
地
位
撮
境
に
あ
る
0

則
ち
假 

♦

强
要
せ
ら
れ
な
.：̂
場
合
や
.

^

:應
ポ
をi

ぱ
事
業
活
卿
が
完
全
にt

®

す
る
释
に
已
む
.な
ぐ
之
に
應
む
な
け
れ
ば
か
ら
な
く
な
る 

の
.で
あ
る
0

您
て
政
府
は
多
需
要
又

.ぼ

供

教

獨

％
椒
支
酣
繁
有
ホ
る
‘こ
と
-

必̂

繁

し

、
.又
此
の
爲
に
特
別
の
組
織
を
も
必 

要
と
す
を
0
ぃ
戰
赚
に
於
て
.此
種
の
管
理
はa

v
v
:

行
は
れ
る
。
但
し
此
の
場
合
に
於
て
も
經
營
實
行
勞
働
は
勿
論
、
輕
營
構
成
勞
働
も
私 

企
業
に
殘
存
ず
一
る
一
を
本
則
ど
す
る
0

從
つ
て
徹
底
し
を
る
粒
企
業
ぬ
®
^
管
理
お
於
す
は
私
企
業
は
尙
傭
船
契
約
に
於
け
る
傭
船
主
と 

船
帕
及
ぴ
そ
のS

舶
所
有
者
と
：の
關
係
の
如
-

も̂
の
と
な
る
ぐ
'則
ち
船
舶
は
船
舶
碧
者
の
も
0

で
、-
そ
の
船
舶
は
船
舶
所
有
者
0
使 

用
人
，に
よ
；つ
て
運
轉
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
：
.而
も
；そ
の
儘
の
形
態
に
於
て
他
人
の
爲
に
利
用
せ
ら
れ
經
營
せ
ら
れ
で
ぬ
.る
の
で
あ
る
？
而
し 

て
國
家
が
私
企
業
の
設
備
を
國
家
の
用
に
供
ホ
を
場
合
に
ゆ
そ
れ
使
用
料
を
會
能
ね
交
付
す
る
の
耍
あ
る
ほ
勿
諭
で
：あ
る
""一一

錄
斜
經
營
の
抜
进V

民
有
國
營
事
業

ニ

五

(
1

六0
4
0
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六> 

n

六0

八)  

然
れiu

も
單
純
な
國
家
管
理
に
於
て
は
國
家
は
：旣
银

0

私
企
業
：

の. ：

施
設
を
利
用
す
！̂
：と
と
が
出
來
る
け
れ
も
若
し
將
來
更
に
設 

備
を
擴
張
又
は
新
設
す
る
必
要
の
生
じ
た
時
は
如
何
に
す
を
か
と
云
ふ
問
題
が
起
：つ
で
來
る

0:
國
家
自
ら
そ
の
經
營
を
新
設
せ
ぱ
そ
れ

は

完

全

な

る

公

經

營

，で
あ

-
0
て
民
有
國
營
で
は
な5  
0
然
ら
ぱ
徹
底
せ
る
私
企
業
の

M

家
管
理
は
非
常
時
對
應
策
とレ
-て
；は
可
な
り
と

, 

■ 

. 

■ 

-

し
て
も
、
そ
れ®
ら
觸
立
；の
永
久
的
制
廣
と
な
り
得
な
い
性
質
：の
も
の
：で
あ
る
か
0此
黯

に

；於
て
：後

に

述

ぶ

る

本

邦

®

氣

事

業

め

對

す

る 

，政
府
の
民
有&
營
案
は
興
味
あ
る
問
題
を
提
供
し
ヤ
ゐ
る
。
ン

之
を
以
つ
て
見
れ
ぱ
今
日
私
企
とIK

ひ
公&

營
と.1S

ふ
も
重
'要

產

業

に

關

す

る

：
限

ぎ

，ル

襄

達

せ

る

國

ぬ

於

て

は

を

れ

は

純

な

る

も

の
で.
な
く
>
何
づ
れ
も
他
の
經
營
形
熊
の
特
徵̂
ど̂
り
入
か
ん
と
..す
：！̂
徹
向
の
顯
著
な
る
も

§

が
4
る
。
：即
ち
公
税
輕
營
共
に
雨
者
は

.
 

. 

.

.

.

.

. 

•

双
方
の
側
よ
ゎ
反»
の
方
向
に
向
つ
て
接
近
し
つ
つ
か
る
を
見
を
の
で
あ
る0,:

..
ン

：

六
政
府
に
よ
を
民
有
國
營
形
態

0
提
案
とnos. 問

題
：：

：

A

•.
 

.

.

.

.

，
最
近
耿
府
は
從
來
我
國
に
於
て
政
府
の
あ
る
.程
度
の
統
制
の
卞
に
私
企
業
と
し
て
雜
營
せ
ら
れ
て
ゐ
る
電
氣
事
業
を
民
有
國
營
の
形 

態
の
下
に.
輕
營
せ
ん
と
し
其&
大
綱

發̂
表
し
た
。.
そ
の
案
の
要
項
は
；大
要
次
の
如
ざ
も
の
で
.
あ
る
。

一本邦
に於
ける
電を
發

m
灰
ぴ
達
電
設
備
.と

(2:1

酣
電
設
傭
；

£
1
;

つ
に
分
離
す
？

11(

ィ
：>,
本
邦
に
於
け.
る.
發.
幾
電
設
備
を
獨
占
所
有
せ
.
し
，
め
る
爲
に
日
本
電
力
設
備
株
式
會
社
を
設
立

.
す
。
そ
の
設
立
は
現
在
此
等
の
設
備
を 

有
す
る
各
電
氣
事
業
者
の
現
物
出
資
に
よ
る
。

(

但
し
全
國
，的
邊
電
聯
絡
に
入
ら
ざ
る
も
の
を
除
外
す
o〕

(
r
o

こ
の
會
能
の
設
備
は
擧
げ
て
之
を
政
府
の
に
提
供
す
。

ゾ
a

〕'

尙
此.
の
會
独
は
政
府
の
命
令
に
よ
り
電
力
：設
備
：の
，施
設
變
更
を
な
す
義
務
が
あ
る
。

"
：

：
：
ゾ
；-

i
s

I

: <:

ュ)

政
府
が
化
の
會
社
に
對
し

一

定
の
離
當
保
證
を
な
し
又
は
酣
當
制
限
を
な
す
や
は
港
究
中
" 

u
p

(i

本
邦
に
於
け
る
發
電
及
ぴ
绘
雷
は
政
府
之
を
管
掌
ず
る

(

但
し
全
國
的’度
電
聯
路
に
入
ら
ざ
る
も
の
を
除
外
さ
る

)
。

£

.
政
府
は
日
本
電
力
設
備
株
.
武
言
社
の
設
備
を
使
用
し
、
之
よ
り
生
ず
る
電
力
の
卸
賣
を
な
す
。
此
驢
に
於
て
本
國
營
案
は
藤
又
は
煙
草 

.
の.
事
賣
に
於
て
，私
企
業
よ
り
生
ず
る
生
，
®
物
を
獨
は
的
に
賈
上
げ
る
と
類
似
す
る
も
、
而
も
後
に
述
ぶ
る
が
加
く
此
.の
國
家
管
理
は
更
に

1 

.
^̂を
進
め
て
ゐ
る
。
 

，

(

G.
國
家
は
會
社
に
動
し
電
力
設
備
の
施
設
變
更
を
命
じ
父
は
監
督
上
必
耍
な
る
命
令
を
な
す
こ
と
を
得
。
若
し
會
社
が
此
の
命
に
從
は
ざ 

る
時
は
政
府
は
次
に
述
ぶ
る
使
用
料
の

1

部
を
'交
付
せ
ざ
る
こ
と
を
得
る。- 

(0

國
家
は
會
社
の
設
備
を
刺
用
す
る
こ
と
に
對
し
合
理
的
計
算
に
よ
る
使
用
料
を
交
付
す
る
。

，©
配
電
事
業
は
現
狂
通
り
私
營
又
は
公
營
と
し
て
行
は
れ
る
デ
"
-
.
厂

 

.
:vて

：.，
，
 

,

こ
の
電
氣
事
業
民
有
國
營
案
を
吾
人
は
左
に
重
耍
な
る
若
干
：の
角
虔
か
ら
之
を
檢

S

し
て
見
た
い
。g
蓋
し
本
案
は
政
府.の
，所
謂
庶
政

,
!新
に
際
し
股
朝
に
取
り
上
げ
ら
れ
ん
と
ず
る
重
要
败
策
の
.！
：つ
で
あ
ね
、
且
つ
，我
國
に
於
て
は
新
ら
し

5

見
地
か
ら
現
在
の
重
要
産

業
を
社
會
化
せ
ん
と
す
を
最
初
ね
試
み
で
お
り
、
又
恐
ら
ぐ
其
の
.礎
石
と
な
る
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第一

,電
氣
事
業
は
何
故
に
社
會
化
の
必
要
が
あ
る
か
。
特
に
此
際
第

1

に
取
り
上
げ
ら
れ
な.：

ti

れ
ぱ
な
を
な5.

か
。
 ̂

‘

第
二
に
社
#
化
に
は
經
營
能
率
の
'低
下
が
必
然
的
に
伴
ム
爲
に

 

國
營
化
の
刺
益
は
擧
げ
ら
れ
な
い.の
'で
は
な5

.

か
タ

.:

吾
人
は
先
づ
第r

の
點
か
ら
諭
^
で
鬼
#
:
s
o 

V 

: 

/

‘ 

. 

二 
：
‘
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r

マ
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ぐ
ぺ
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'

電
氣
事
業
は
何
故
に
社
含
化
ザ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

5.

か
9
吾

人

ほ

之

に

對

：レ
：
て

I.'

一
っ'の
理
由
を
舉
ザ
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
。 

01
っ

：)
電
氣
事
業
が
公
霖
的
公
典
的
性
質
を
有
す
る
こ
と
、

(

ニ)

評
晝
的
經
濟
統
制
の
：手
段
と
し
て
必
耍
な
る
こ
と
之
で
ぁ
る
。

第

一.
電
氣
事
業
ほ
典
型
的
な
る
公
益
且0
公
共
的
の.
事
業
で
ぁ
：る0ぶ
れ

麓

爭

ず

を-
か̂
も
獨
：占
た
ら
じ
め
、
：ポ
も
そ
の
料
金

- 

..

..

..

 

. 

I
 . 
.

は
厳
檢
公
，}
な
る
統
制
に
よ
っ
雜
爭
慎
格
と
同
様
の
系
だ
ら
レ

S

る
と
と
が
、
却
っ
て

1§

給
兩
者
に
と
り
で
有
利
な
る
事
業
で
ぁ
る
。 

么
を
統
制
レ
叉
は
社
會
化
す5<̂
理
由
；̂
大
體
次.
の
如
き
も
，の
と
思
ふ0.
パ
；
 

..>

一
め
"
f
t有
の
資
源
を
利
用
や
る0
:一
 
電
力
事
業
の
.利
用
ず
る
水
利
は
國
有
の
資
源
セ
あ
み
，ホ
公
共
，の
遗
齋
物
を
利
用
し

> 
供
給
區
域 

を
獨
占
す
る
も
れ
で
ぁ
を
タ
徙

C'
て
又
之
が
银
にi

般
に
著
る
レ
き
不f
f
i妨

害

®

を

與

ふ

る

も

の

で

お

る

？
’市
弁€

1
,

製
造
工
業
と 

は
藏
る
し
^
其̂
性
§

異
に
ず
0
. 

®家
か
ら
此
.の
傳
播
；

,
2
^

與
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
し
て
は
行
ひ
得
ざ
る
事
業
で
ぁ
る
。
營
利
本
位
の 

事
業
經
營
が
許
'さ
れ
な
W
のは當然であ、

.
ッ
. 

- 

. 

V
: 

, 

„
,
v
.

®

 

,
.
獨
，占
的
.性
質
を
#
す
^
^
?
事
業
で
ぁ
^
r 

.
蓋
し
電
氣
事
業
，时
互
額
の‘資
本
を
固
定
せ
し
め
る„事
業
で
ぁ
る
か
ら
で
ぁ_る
。
固
定
喷 

産
は
そ
め
利
稍
辦
の
大
小
，に
よ
っ
て
著
る
し
く
其
の
能
南
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
、
競
带
に
よ
っ
て
そ
の
利
用
率
を
供
下
す
る
時
は
事 

業
と
し
て
M
立
：

4

得
な
.か
も
：の
で
：

♦
ミ
從
つ
て
#
-
競̂
争
者
が
あ
じ
て
も
縮
局
協
定
叉
は'
併
に
よ
石
獨
占
.形
態
を
漫
生
し韻
®*

中 

の
損
失
！̂
は
！：1重

投

資

：
の
，食

婚

ど

補

償

^
^
.
$
と
し
て
料
金
を
高
か
ら̂

む
る
：も
ゐ
で
：#
る
？

嚴

，し

て

疑

ら

ぱ

之

：め

對

じ

て

始

め

が

ら

、

國
家
が
之
に
獨
ほ
的
地.位
を
與
ぺ
る
こ
と
が
必
襄
で
あ
レ、'
 -
又
其
の
利
用
能
率
れ
大.5̂ら..
め̂
る
ダ
ぅ.
，に
設
備
^̂
を̂
定
む
る
と
と
は. 

更
に
必
'要
で
^̂?<?0‘旣
に
‘獨
ょ
事
業
'ぐ
4̂
る
が
ら
ぱ
^̂1:̂=5私
企
業
の
ぉ
全
れ
る^̂
己
經
|1.に
1̂
す
る
こ
と
は
民
衆
に
と
り
不
利
益
な
こ

と

は

當

然

で::.

料

金

め

；：
不

s
"

，
.サ

1

ポ

タ

a

不
？

業
；

忙臂
に附
隨す
る缺
聰力

V
ヘ
ス
の
：
孤

M

来
て
公
衆
は
獨
占 

者
に
對 4

 
て
は
全
'
 ̂無
力
で
あ
る 

o
r
.
,
:

み
、；

.

.

.

.ン.：：：

：

：

：

.

.

.

g
::

電
氣
事
業
は
墓
礎
産
業.

る
ぐ
石
炭
と
洪
に
詣

h!

業
め
最
重
要
な
る
，動
力
せ#
る
。'rそ
れ
は
あ
あ
ゆ
‘ぶ産#;
の
'̂ム

狗
'數
の
最 

,
大
な
る
も
の
の
つ
で#s<?o;:

豐
富
忙
I
て
依
廉
な
：る
動
力
の
供
給
は®if#

般

：の

隆

昌

め

换

源

を

な

す

。

而
も
}
^
炭

は

不

參

に

し

て 

我
國
に
は
其
の
：埋
藏
量
が
多
く
な
：
5.
が
，
；冰
^̂.
に

到

つ

：て
は
其
：の

發

電

水

カ

資

；源

必

ら

す

あ

-=̂:悲
觀

す

冗

タ

も

の

で

，な

く

、
精
極
：的
開 

.
薛
方
法
に
ょ
れ
ぱ
將
來
尙
多
大
の
電
ヵ
ハ̂半

六

首

豐
タ̂
^̂
タ
ま
雑
算
资
ふ
洛
系
得
あ
れ
る̂^̂而
-
^
^
な

お

謂

積

極

的

屬

は

現
 

在

：の

個'
別
タ
の
經
營
め
對
立
す
る
ま
狀
.
で
は
不
可熊

？：V

あ
：̂
をK

ふ
'?  :  .::  V:

ぺ^̂̂ 

:
；:: ..

ハr

り

■

::  

r
®
力
は
1
業
に
共
源
な
る
費
用
ふ
し
霍
要
な
る

1

項
目
を
散
す':か
ら
：
.ハ：：

其
の
科
を
の
：高

低

は

洪

轉

の

渡

業

：

§

與
廢
に
重
大
な
る
，
 

影
響
を
及
ぱ
す
タ
現
に

一:

キ
ニ
ロ
ワ
ッ
ナI

直

©
差
異
ボ
大H

墙
め
位
置
を
‘決
究
す
る.
重
き
お
る
原
因
と
な
つ
☆
實
例
が
ル
る
お
見
す
推 

知
お
得
る
？
故
に
所
謂
電
カ
資
源
の
；積
極
的
開
織
#
民
個
企
業
'の
獨
古
的
<
!
1に
ま
カ
を
或
せ
期
特
し
得
ぶ
：：
^
:ル
^
^
^
^
ハ
，’辦
#
め
激
下 

は
之.
を
營
刺
本
位
の
獨
占
的
私
企
業
に
：期
待#
ま

rC

は
出
來
な5

ざ
：：./

シ：，：.：.

ノ 

:£
":

電
力
は
民
衆
の
生
活
必
養
品
ホ
あ
る
。
：：：安
き
米
を
欲
す
る
如
？

國̂
民
は
安
：̂
電
力
を
要
求
す
る。V 

H:.
以
上
れ
，諧
默
お
か
考
慮
す
を
時
は
電
氣
事
業
は
其
め
性
質
上
を
を
營
利
本
位
め
獨
お
的
秘
金
業
、に
委
ず
ぶ
ょ

0
は
公
共
心
を
指
導 

原.
理
と
す
る
公
經
營
に
移
す
理
論
，上
：の
：根
.
據の

：'

あ一るは明かセあ

.so...:獨
^

れ
ぱ
な
ら
な
.れ

タ

我

國

に

於

け

る

；多

く

0
國
營
産
業
の
：如
ズ
收
益
を
目
的
ふ
す
る
省
の
あ
.

cy

ポ
は
な
ち
な
.い
。/假
に
利
慈
を
拒
た 

公
私
經
營
め
接
近W

民
有
國
營
事
業
. 

；一

か

<
!

力1:1:)
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も
乏
をi

般
會
計
に
綠
入
れ
る
如
き
こ
，あ
が
斷
然
あ
つ
て
は
な
ら
な

5
?

寧
ろ
始
め
よ
り
法
律
を
以
つ
て
か
か
る
規
定
を
置
き
此
黯 

明
か
に
：す
る
必
要
が
も
る
。
：，：欺
近
鐵
道
事
業
、

.
‘通
信
事
業
の.
牧

益

、
.
.
又

は

日

：鐵
の
政
府
持
株
に
對
す
：る
配
當
を
國
家
牧
入
の
.財
源
と 

見る
大藏
考へ

.
方
は
電
氣
事
業
に
關
す
る
限
ぎ
ゎ
最
も
拂
擊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
P
電
氣
事
業
は
政
府
當
.局
の
聲
明
せ
る
如 

く
飽
ま
で
豊
富
に
し
て
俊
廠
な
る
電
力
の
供
給
を
目
德
と
じ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

0 
'

V
一
 
マ

：
‘
，

- 

V
:: 八

：".

電
氣
事
業
§
化
の理

由
：；：；

ニ
、
計
靈
的
經
濟
統
制
の
手
段
と
し
て

:::

第U
.::®

力.
の
社
會
化
は
全.
體

的

經

，濟

の

計

晝

的

統

制

の

有

力

な

る

：手

段

と

.
し
必
要
で
み
る
。
：
今
日
の
經
濟
は
之
を
自
由
放
任
に 

委
す
：、る
と
と
が
出
來
な

5
事
情
に
あ
る0:
蓋
し
今
日
個
々
の
産
業
が
或
は
自
主
的
に
或
は
國
家

.
に
よ
っ
て
統
制
せ
ら
れ
て
ゐ
る
以
ト
：は 

自
由
經
濟
に
於
け
る
が
如
く
全
經
濟
の
自
動
的
調
整
は
行
は
れ
な
い
。
莎
に
於
，て
か
現
：在
め
社
含
に
，は
各
産
業
に
'個
別
的
統
制
を
行
ふ 

必
耍
が
あ
る
と
共
に
，
：：社
會
全
般
の
立
.
場
か
ら
各
種
産
業
を
統
制
し
、
：之
等
を
有
機
的
に
結
合
し
た
る

1

體
と
な
す
を
本
旨
と
す
る
全 

輕
濟
の
計
晝
的
統
制
が
必
耍
で
あ
る
。
，之
め
爲
に
は
政
府
は
産
業

.
の
社.
會
化
補
助
金
：の
給
时
等
の
直
接
統
制
の
手
段
に
よ
る
か
、
又
は 

之
と
同
時
に
或
は
之
に
代
は
り
て
間
接
統
制
の
方
法
を
用
ゆ
る
場
合
が
あ
る
。
：例
へ
，ぱ
課
税
の
；率
を
加
減
し
又
は
金
融
の
便
の
供
與
す 

ふ
こ.
と
に
よ
っ
て
特
定
の
産
業
又
は
行
爲
を
助
成
す
る
租
檢
政
策
又
は
金
融
政
策
に
よ
：る
統
制
の
如
き
之
で
あ

.
る
。

之
と
同
じ
く
國
家
は
凡
て
の
産
業
に
共
通
に
必
要
な
貨
物
を
他
よ
り
ョ
リ
有
利
に
供
給
す
る
や
否

‘や

に

よ

っ

て

"

特

楚

の

産

業

を

他 

に
比
し
優
先
的
に
助
長
す
る
こ
み
も
出
來
る
の
で
あ
る
0
:基
礎
産
業
を
國
有
化
し
之
.に
よ
っ
て
間
接
に
經
濟
統
制
を
行
ひ
得
る
如
き
之 

で
あ
：る
。
蓋
し
前
に
述
べ
た
や
ぅ
に
基
礎
産
業
の
生
産
物
は
凡
て
の
，産
業
に
共
通
な
る
最
大
公
約
數
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
若
し
今

.日
政
府
が
假
り
に
石
炭
と
電
氣
を
國
營
と
し
た
な
ら
ぱ
之
れ
史
け
.に
よ
ひ
て
も
相
當
に
全
般
的
の
産
業
統
制
が
出
來
る
道
理
で
あ
る
。

今
.'之當氣に付

.い
て
云
ヘ
ぱ
假
り
に
工
業
が1

つ
の
小
地
域
に
集
中
す
る
こ
と
が
國
防
上
其
他
か
ら
：好
ま
し
く
な
く
、'
寧
ろ
各
地 

，方
に
分
散
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
が
ら
ぱ
、
又
農
村
の
®
化
、農
村
工
業
化
が
日
本
經
濟
全
體
の
'上
か
ら
見
て
必
要
で
あ
る
と 

す
る
な
ら
ば
、
此
等
.の
地
方
産
業
に
對
し
て
.他
よ
り
特
に
有
刺
な
る
條
仲
で
電
力
を
供
給
す
れ
ぱ
わ
け
で
あ
る
？
又
中
小
工
業
又 

は
新
與
産
業
軍
需
工
業
を
特
に
振
興
ず
る
.必
要
が
あ
る
な
ら
，ぱ
之
を
も
助
成
す
る
一
こ
.と
が
‘败
來
る
',の
で
あ
る
。
聞
く
處
に
よ
る
と
輕
金 

屬

が

合

金H
#

に
は
非
常
に
多
くS

電
力
を
必
要
と
す
る
わ
.で
、
若
じ
我
國
に
此
等
の
新H

業
の
爲
に
假
り
に
安
き
®
力
を
供
給
す 

る
な
ら
ぱ
、
現
在」

億
冗
千
萬
圓
以
上
の
供
拾
を
外
國
に
仰
5
で
ゐ
を
此
等
.の
金
屬
の
，輸
人
わ
社
紘
し
得
る
ど
1
1
^
4
こ
と
サ
あ
る
。

錢
此

|
|
§
忙
述
べ
た
全
般
に
安
き®
氣
を
供
給
ず
る
と
云
ふ
耍
求
と
矛
盾
す
る
離
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
許
晝
的
統
^

^

に
於
け 

::

る
原
偵
は
凡V

綜
合
的
ま
欺
か
ら
見
：た
原
慎
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

5  
◊:經
誉
又
は
經
濟.
の
：全
體
を
維
持
す
る
ま
場
か
ら
原
償
を
考
へ
な 

け
れ
ぱ
な
ら
な
い.
？
若
レ
日
私
の
經
濟
全
般
：̂
維
持
す
る
爲
に
或
る
産
業
又
は
そ
の

4

部
門
ど
新
興
し
之
れ
維
持
す
る
こ
と
が
必
耍
で 

お
な
ぱ
、その

.
特
定.
の
部
れ
維
持
す
か
必
要
な

>1?

原
慎
は
そ
の
部
が
負
擔
し
得
る
原
償
に
止
め
、
殘
部
は
：

一

,般
經
費
と
し
て
他 

の
部
又
：̂.
産
業.
の
費
用
と
し
て
之
に
劍
宛.つ
可
き
も
の.
で
あ
る
0
若
し
又
全
體
：

S

爲
に
必
要
や
あ
る
爲
に
特
定
れ
部
を
ま
設
す
る
な
ら 

ぱ
、

そ

の

爲

に

，特

別

に

耍

；

た̂
る
費
用
め
み
を
區'别
原
懷
と
し
て
そ
の
部
の
負
擔
と
し
、
か
か
る
部
を
新
設
せ
ざ
る
も
當
然
必
要
と
す 

^̂
費
R
は
薪®
門
が.
擴
W
と

ホ

す

、

從

づ

て

そ

：の

料

金

又

は

化

徵

か

叉

此

：
の
：

1&別
赋.
懷

に

よ&
て
定
む
可
き
も
の
セ
：あ
る0
蓋
し
か 

、&̂
料
金
で-
^̂>
化
ぱ
此
：の
部|::が
成
ま
：̂
於̂
>
此

§,部
門
が
成
:̂̂

し

お

け

れ

ぱ

全

體

於

キ

ル

：
以

--
に̂
不
利
签
を
蒙
る-
ず̂
る
な
ら
ぱ
：

へ！；̂
斜
經
營
め
、接
近
：そ
民#
國

營

,
!テr 
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ニID



ル
ぎ
鍵
營
の
：接
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民
奪
國
營
事
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5

5

ど

化

た

み

"
一̂

お

救
■

瓶

の

お

れ

鳳
-
ゆ̂

ユ

亀

、び

怒

綜

合

原

働

ゎ

レ之
*
®

各
部
の
A
德
服

•ft
め
^

*
"
%
S

别
敏
懷
'の

か

ら

をS

货
齋
せ
®
め
以
.つ
'で
あ
撒
.の經霄わ支可もれでぁる

>
.り
'
'
.
マ
" 

'

ぃ
.

.

‘.，.，ふ 

'
ョ，
、デ

ッ

,
:
:ダr;

:
:
,
H
:
:

-

,

レ
最
翁
にIf

p
：

は
衝
覺
の
紘
果
と"レ
や
事
#
御
寧
が
版
下
レ
之
一
の
威
に
ぃ
霄
豐
賞
に
レ
て
促
廉
な
電
ザ
か
做
：

^
と
®

ふ

！
^

も

得

ら 

:

れ
な
.：

s"

の
を
は
な

5
が
と
云
點
か
此
の
風
有
國
發
問
題

-
S
I

时
3
‘め

お

.
☆
.
ン
'一

:
:
r
:
:
-
:
y
:
.
,

,
.
: 

,
.
'
‘
^
i
3

に
よ
^
發̂
®
電
が
揉
術
.的
<
&现
化
に
よ
ゥ
れ
旗
徵h

s
下
ず
3
ー̂.
^
^
^
.
:
s

民
有
國
s
ひ
重
#
な
る
4
張̂
の
.
pつ

サ

ぁ

つ

■
^
"
.現
に 

同
案
に
一
よ
仏

i
f
/0̂

の
龙
法
に
よ
り®

を
#K

に
節
約
ゆ
得
を
こ
わ
を

i

數
.で
教
じ
て

ぁ

る

す

，
而

S

て

略

麻

g

合

现

化

：は

現

在

個

. 

々
服
タ
の
輕
齋
を̂

央̂
部
に
於
で
輪
合
纖
營
ず
ネ
ご-
に̂
よ
つ
’て
行
ほ
れ
、.
|
.
非
常
の
»
瓶
を
生
す
を
と
云
ふ
化
で.お
が
0ぶ
§
ち
全
國
的

Q
送
電i

絡
に
か
つ
^
|
|
^
1
稍

通

す

を

爲

に

生

す

る

節

約

で

ぁ

み

。
ぃ
此
黯
で

#
1
"に
#
ー£
ら
れ
^
<
?
#
ゆ
乾
範
圓
に
風
つ
て
地
现
的
狀
態

' 

.

を
異
に
> す
る
各
®
の
水
力
及
び
火
ガ
發
電
'所
.の
連
絡
サ
ぁ
る
0
.蓋
し
地
.

に
^

よ

レ

有

利

，
に

錢

1̂

し
得
え
地W

的
條
仲
*
傲V

る
脈.
取
れ
る
0「

叉
能
#
高

ね

カ

疲g

断
於
ぉ
を
ら
此
等
を
適
當
め
敏
絡
す
か
こ
と
に 

ね一：'

セ

#
無

相

通

：レ

、
'尤
も
有
効
ぐ
電
力
を
判
用
し
得
る
。
.Isr®

乾

園

み

#
絡
術.
K
速

膨

す

を

こ

と

す

ぁ

を

？
，之

に

よ

つ

'
て
各
使 

用
目
的
を
搏
に
か
各
糖
の
電
力
需
耍
わ
綜
合
す
，る
こ
、と

.
に
よ.<>  
て
，#
要
な
き
時
も
生
す
條
剩
水
力
を
之
を
必
要i
す
る
産
業
の
爲 

に
仏
要
と
す
，る
時t
e利
用
ず
ネ
こ
‘だ
が
W
取
を
0タその爲に食荷率が向上レて風，

t

が
大
と
か
る0. 
ニ；

f

等
み
ユ
•一
 
つ
の
ホ
法
を 

更
に
結
合
す
る
こ
と
に
よ
<
^
て
ふ
兀
全
に
綠
合
經
營
の
利
益
を
擧
ぼ
得

5̂
.

ど11̂
ふ
ね
で
ぁ
？̂‘O
V而
し
て.
國
：營

に

此

の

生

す

る

こ

と

If

Iは
、
そ
の
詳
細
な
る
計
數
は
別
と
し
て
何
人
も
否
定
し
な
い
所
で
あ
る
。

.

.

.

.

.
け

れ

ど

も

此

P

綜
合
經
營
は
必
ら
す.し
も
-闕
營
た
る
と
..え
，を

必

要

と

し
，.な
か
0
.
,
各

麓

カ

會.社

を

，
合

：伺

.
-
^
.
.

v̂
,

私
'營
の
‘一.
义
獨H2

身
社
タ 

作
り
之
を
國
家
が
赚
制
し
て
も
：可
能
で
あ
：を
。
.：
否
國
營
と
す
る
と
き
は
そ.の
.
爲

化

，
他

の

：
方

源

で

能

,

ザ
低
下
し
、
新
角
の'彼
：
術

的

合

弾 

化
P
利
；

i

を
相
殺
す
る
こ
と
な
き
や
否
や
，别
題
で
，あ
る

.
‘
 

-
ニ
：
.
‘
；： 

.

r
:

1

9

,誕
營
職
能
の
分
纖
ふ
國
家
管
理，
^
^
^
^ ̂

U

ぐ
-
,
/
• 

:

、
：.
、
ッ
ー
：-
.マ

ペ
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"
，
-
,

::,

此

.黙

を

哈

味

す
る
.に
は
吾
人
は
政
府
提
案
の
民
有
國
營Jbi

於
け
.る
.經
營
纖
能
の
分
橋
を2:̂

る
必
要
が
あ
る
。
：而
ム
て
此
の
.案
に
ょ
る

時
は
本
邦
電
氣
事
業
の
組
徽
は
大
雙
上
圓
の
如
き
組
織
t
 

有
す
る
こ
と
と
な
る
®

:

..
本
案
に
於
て
掘
營
と
は
宫
廳
、
.
そ
れ
；は
遞
信
省
の
內
の 

.1

局
：
.
か
又.は

，：

外

局

が

：を

つ

て

、
：

.
：x
が
®
力

設

備

會

社

，
の
.設 

'’備
を
利
用3

て
電
力
を
發
生驚；->  
め
之.
を
卸
寶
す
る
も0 

.
で
あ
る
。
從
つ
て
そ
れ
は
吾
人
が
前
に
述
ぺ
た
民
有
事
業 

の
國
家
管
理
で
あ
つ
て
、
：；：宫
魔
の
行

4

職
能
は
前
述
せ
る 

調
査
し
そ
の
需
絵
を
合
致
せ
.
し
め
る.
の
，
を

本

務
-
す̂

る
Q. 

而
て
實
際
に
は
單
に
需
要

-̂:之
に
應
す
を
供
絵
を
能
劉
す
る
ま
け
セ
な
ん
，
之
を
炎
定
す
る
權
力
を
有
す
‘る
タ
如
ち
政
府
は
自
ら
需 

八

<
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耍
者
の
注
文
を
受
け
て
其
の
，諧
否
を
決
し
送
電
を
命
令
：す
る
0
:
.
.
何
處
の
供
給
を
以
.っ
て
：何
處
.の
需
要
に
應
す
る
や
を
決
す
る
の
も
そ
の 

ぜ

務

：で

ぉ

：ら

5
0
;前
述
0
經
營
の
利
签
も
^
^か̂
ら
来
る
0
若
し
需
耍
：に
應
す
る
供
給
が
.不
足
ず
れ
ぱ
新
た
に
供
給
堆
加
，の
計
晝
を
立
て 

な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
。
又
需
給
調
節
の
上
か
ら
、
ま
は
®
:定
産
業
又
は
部
門
を
特
別
：に
保
護
又
は
助
成
す
る
必
要
か
ら
電
力
料
金
の
决

定
を
も
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
5
0 

- 

• 

•

. 

.

.

.

之
を
耍
す
る
國
家
は
電
力
の
需
要
と
供
絵
の

1

致
を
將
來
に
向
つ
て
計.晝
立
案
炎
定
を
な
し
、
又
現
在
に
於
て
之
を
速
絡
し
決
定
す

る
を
任
称
と
す
る
。
又
そ
の
爲
に
電
カ
料
金̂̂
も
決
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い5.從
0，て.
そ
：：れ
は
單
な
る
常'カ
の
卸
賣.
丈
け
で
は
な
：so

將
ポ
に
於
け
る
電
力
の
需
絵I
致
の
最
後
の
決
定
者
であ
り
又
實
行
命
令
者
で
あ'る
0
兹
に
於
；て
我
：國
の
電
力
の
需
恰
は
完
全
に
管
理 

.
せ

る
こ
と
と
な
る

0 

'

鼓
に
問
題
は
政
府
は
將
来
に
於
け
る
電
力
の
需
給
を
計
晝
決
定
す
！
の
み
な
ら
す
、
親
在
の
，需
給
を
管
理
し
て

.
ゐ
る
か
ら
，
陵
高
首 

職
者
の.
內
に
ぷ
，執
務
的
勞
働
に
孤
事
す
る
も
..
の
力
な
け
れ.
ぱ
な
ら
な...
，い
0
，此

黯

で

能

系

が

劣

る

こ
と
は
な.
レ.
か-
云̂
ふ
躲
で
お
る
。
..，
然 

る
に
配
電
會
社
に
對
す
る
電
力
の
卸
賣
は
十
年
又
は
十
五
年
の
長
期
契
約
で

あ
っ
て
、
そ
の
料
金
を
三
年
乃
至
五
ギ
に
觅
新
す
る
に
過 

ぎ
なs
o
只
電
カ
の
小
賣
は
多
く
の
執
務
的
勞
働
を
伴
ひ
旦
：っ
小
ロ
の
煩
激
に
し
て
複
雜
且
っ
廣
範
圓
に
百
ー
る
事
務
で
あ
る
.か
ら
之
は 

此
の
案
に
於
て
も
從
來
の
如
く
民
，營
の
會
社
に
委
す
る
も
の
で
あ
る
。
從

.
っ
，て

需

要

者

：に

對

す

る

宫

僚

的

不

親

切

大

柄

は

此

の

民

有

國 

營
案
に
於
て
は
避
；

b

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
配
電
會
社
は
今
迄
の
如
く
自
己
營
利
の
爲
め
に
廣
く
且
っ
熟
心
に
其
.の
需
要
者
の
獲 

得
に
努
力
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

!

,
,
,
,

之
を
以
ウ
て
見
れ
ば
政
府
の.民
有
國
營
案
に
於.ホ
る
政
府
.の
：職
能
は
主
'と
し
て
雜
濟
構
成
勞
働
セ
あ
っ
て
"
こ
れ
は
政
府
が
當
然
行 

ふ
可
き
理
t
oあ
る
任
務
で
あ
る
と
共
に
、
公
經
營
わ
弊
の.最
も
少
な
き
職
能
で
あ
る
。
只
送
電
の
綜
合
化
の
爲
に
勞
務
を
必
耍
と
す
る 

も
之
も
主-y

し
；

W

按

術

的

の

，任

務

で

あ

る

o
' ,

、

バ 

..

.
I
.
T
.

私
企
業
と
し
て
.
.の
日
本1S

力
採
式
會
社 

,
發
送
電
設
備
を
所
有
經
營
す
る
も
の..は
日
本
電
力
株
式
含
社
で
あ
る
。
そ
れ
は
電
力
の
！！
絵
の

1

致

連

絡

の

勞

務

，に

は

全

然

關

係

な

.
き
®
は
ぱ一

っ
の
發
送
電
機
械
で
あ
るo m
へ.
て1K/

ぱ
そ
れ
は
商
人
の
命
を
受
け
て
貨
物
を
蓮
送
：す
る
汽
車
で
あ
り
、
船
舶
で
あ
る
。

,

•.り.-.
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.
.
.

- 
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.
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貨

警

ま

ィ1

プ
ァ
チ
ィ
，y
l
り
其
P
P
ま
向
を
決
す
る
タ
の
は
ま
商

ni

ぬ
ま
者
た
る
商
人
で

る̂
。
日
本
電I

社
は
只
政
府
の
命
に
應
じ
發
電
送
電
を
な
す
設
備
に
外
な
ら
な
い
。

..
け
れ
ど
も
發
電
及
び
送
電
は&
ら
自
己
の
：計
算
に
て
設
備
を
な
し

.
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.

 

.

 

•

從
業
員
を
用
ひ
又
材
料
を
用
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。

.
此
‘の
意
味
に
於
て
日
本
電
力
設
備
愈
社
も
完
全
に

1

っ
の
企
業
で
：あ

り

.又

含
社 

で
あ
る
。
云
は
そ
れ
は

j

定
わ
交
付
金
：を
受
け
請
負
に
て
電
力
を
製
造
し
て
わ
る
よ
同
じ
で
あ
っ
て
輕
營
の
方
法
如
何
に
よ
っ
て
利

•
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'猛
，も
，又

損

失

も

生

じ

得

る

の

.
；
で

あ

る

ポ

：

つ
：：

て

民

有

國

營

案

に

よ

る

能

率

低

下

の

.
危

險.
は

發

送

電

の

技

術

的

輕

醫

，に
は

'な—

い
の
で
あ
る
。

:

此
.の
，意
味
に
於
て
電
力
設
傭
の
輕
營
は
完
全
に
民
營
で
ぁ
り
银
企
業
で
あ
る

P
.之
れ
：菩
人
.が
政
府
の
民
有
國
營
案
が
私
企
業
の
國
.家

じ
：：'::::.-,

.

.
k此
際
政
府
の
：民
有
國
營
案
が®
力
の.
：卸
賣
に
過
ぎ
な
い
と
云
ふ
點
则
..
ち
：電

力

の

專

賣

と

異

な

：る

^̂̂

..
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.

.

.

.

.

.

.

.
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者

は
そ

の

生

産

物

め

自

由

處

分

，は

'許
さ
れ
な
；
が
、：而
も
そ
れ
は
强
制
耕
作
や
叉
ほ
.製
造
せ
：
な
い
タ
自
已

わ
自
由
意
志
に

て
生
産
物

:
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灣

，
の
、
藤
W
生
®
奪

に

は

M

已

め

邀

産

物

を

自

由

に

處

分

す

.
る

播

せ

な

い

マ

し 

か
*
:
^
;
^
谱
以
外
P
お
物
を
耕
^
す
ネ
ま
は
纖
民
0
為

由

で

あ

る

ホ

；
あ
：

J';?:?::.

然

る

智

：養

ヵ

設

傭

躲

式

會

W
は

當

カ

設#
を

政

； 

府

ゆ

湘

に

：％
^
ま

が

^
!
1的
.で
；、ン
そ
の
宜
大
な
る
資
本
金
は
之
を
電
カ
設
傭
に
固
定
レ
て
.ゐ
て
、
發
寓
送
電
以
外
に
は
用
を
爲
さ
な
い 

經

ま

'.あ

タ

。
摩

：

て
；；

め

設

備

#

實

際

.
H

强

制

的

に

政

府
0
.用

；̂
供

し

，
な

サ

れ

ぱ

.な
，.
^
:

な
；；

5 

9在
つ
庸
力
は
性
貧
上
，そ
わ 

れ
て
政
■
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あ
買
-

H;

げ
る
こ
，
は
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谏
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で

：ル
る
；0
;换

ホ
#
！

弾0,

養

と
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な
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れ
则
あ
曾
力
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營

が
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で
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セ
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で
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の

截

備
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新
設
は
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す
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あ
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か
ら
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